
































所より借覧した写本であったと う。その後 西野春雄氏によって『日本庶民文化史料集成』第三巻（三一書房刊）に収められた際には、野々村氏によるペン書き写本を昭和十四年に田中允氏が騰写したペン書き写本が底本として用いられている。解題によれば原本の所在・存否は不明であり、西野氏に伺ったところ、翻刻時に使用された転写本の写真版も現在は残されていない由である。 『素謡世々之蹟』は、素謡の歴史を辿る際の重要な基本資料であるが、その資料性について 検証が必要であり、個々の記述 裏付ける資料の発掘が望まれるところであった。　
ここに紹介飜刻する二冊の内、 『徒歌授受伝』仮綴一冊（図版１・２）は、識語の類を持たないが、浅野家伝








































録」 ５ 但し、内題と、全丁に付された柱書の「能楽余論」に訂正は入っていない（図７） 。なお、野々村氏は、 『素謡世々之蹟』の序文に見えている 」について、 「稿本と浄書本との二通り、浅野家に現存して居る」 （前掲論文）と記されているが その記述は訂正を要する。浅野家旧蔵資料の中には、同じく内題を「能楽余 別の一冊（外題『能楽余論』 （図８） ）が存するが、ここに翻刻する『能楽余録』と該書は、必ずしも「稿本と浄書本」 関係ではない。 『能楽余論』 （ ）もまた訂正を多く含み（図９） 、何より、野々村氏が浄書本とされたこの書には、 『素謡世々之蹟』にいう「徒歌といふ業出来し始めのさだ」の一条はない。 『能楽余論』 （外題）は、本 の項目の一部を抜粋し、注釈を大幅に加筆したもの 未完である（図
10） 。
　
本書冒頭の「附言」 （図５・６）は、 「橘園主人源栄足」則ち淺野栄足が記した序文である。 「付言」に続く本
























では、右の項目の内、 「能楽張行の事」は「能楽行ふ事のさた」に、 「能楽舞台の事」は「舞台の故よし」に、「素謡出来し始のさだ」は「徒歌の式の出来そめしさた」に、 「能楽原始諸説のさだ」は「能楽原始諸説の弁」に、 「或人の書る独語といへる物にいへる説」は「春台独語を読」に訂正されている。　
この書における栄足の主張で注目されるのは、第一に「猿楽」の呼称への批判である。 「能楽原始諸説のさだ」





















期の文化史思想史の資料としても有用である。本稿では、この内「能楽余録附言」と「能といふ楽出来し始のさた」 「能といふ名のよし」 「徒歌の式の出来そめしさた」の本文のみを飜刻し、残 の項目 自注 ついて 他日を期す。　
なお、本書の加筆訂正の再現は煩雑を極めるため、訂正後の形を飜刻した。句点濁点については、原本表記を
踏襲したが、濁点表記がない加筆訂正部分については、私に濁点を付し 。　






































































































也。依之京都観 屋敷裏門は今出川通大宮西江入、元北小路町北側也。其東隣の家屋敷を栖元譲請、宗巴宗碩智清迄持伝へらる 尤観世屋敷地西の内也。宗巴是に住居可有処、 並糸商売勝手の建 ユヘ外々に住居せらる将軍家光公御上洛の時、京中江御銀被下、町々 て軒役に割付頂戴仕、元北小路町切請取の連名書、巻物に致、町の帳箱に有。尤其連名に茂兵衛左近と弐名有之 上京の頃迄は京都 おゐても素謳など流行せず 適々興行あつてもたゞ能の所作なき迄の謡方にて、謡道の本儀 叶はず。依之謳道の本儀を伝へ、専ら素謳の謳方を教へらるゝによつて、日々夜々に素謡流行 今専ら風儀を慕ふ事、是全く宗巴中興開山といつつべし。然に宗巴は寛文十三丑年五月廿二 に六十五歳 て病死せらる。爰に宗巴の高弟 高嶋屋、名字は竹村氏、甚左衛門といふ人有。全く謡道鍛錬なる よつて、宗巴死後多くは甚左衛門江相続す。爰 おゐて宗巴追善とし 忌日二十二日を以て、延宝九酉年東山に於て月並に素謡 会興 す 是廿二日会の初り也。扨、宗巴息 家督相続後 中年に至り病死せらる。実子なき よつて舎弟茂兵衛盛信家督相続せらる。後、剃髪して服部 碩と号す。然れ
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向の世話致さる。享保十五戊年、上京大火観世屋鋪も不残類焼す。当時入用無之故、表門斗建、地面は其侭也。智清は栖元より段々譲請の地面に普請し住居せらる。老年に至り観世家諸用向を辞し、片山伝七とて観世流太夫方有之に勤させらる。此伝七父は、片山九郎右衛門とて観世流太夫方成しが、伝七幼年の時病死す。其頃布袋屋、名字は阿佐氏、太左衛門とて、観世流太夫方慰にせられけるが、観世屋鋪焼失已前、観世屋鋪にて座敷能度々興行せらる。伝七 幼名庄之助と申せし時、右太左衛門に習ひ、右之座鋪能にも出勤す。十五六才之時、江戸江下り、治章息清親に習ひ、廿六七才之時、京都江登り太夫方を勤め 後、九郎右衛門と改。扨、智清は宝暦九卯年十月廿九日八十四才 て病死せら 福王家より隠居する人もなく、当時入用無之故 宅は引払ひ地面観世家江返弁す。元北小路町より当観世元章江片山九郎右衛門を以て申さるゝは 表側に候得ば 建家無之ては不叶。尤類焼已前のごとく、町並の普請な では不相成。併当 観世家より普請の世話 難被 侭、町中より普請可致、今年より十二年の間 地代無料 町中江借り請可 。其後は又々御相対次第に可致と也。元章より如何様共との返答故、町中より町並の建家とせらる。北小路町年寄は菱屋、名字は中川氏正有とて福王家門弟 て八十余才成しが 我等極老にて十二年 相対 可笑 一と被申しが、無程一両 の内に病死せらる。扨智清死去の翌年、福王家より廿二日会双林寺にて相勤むる事無用之旨申来る。其趣 元章被申は、月並に出会抔 相勤る事は惣躰無用之事也。右の趣の旨、廿 日連中は双林寺に候はゞ、可 勤 外々 候はゞ、出勤致間敷旨に付、会相休む。宗巴死去 智清死去迄八 七年に成。二十二日会 初 よ 宝暦十辰年迄八十年 して、先会退転。或人難じて曰、観世流謡板行の諸本を見るに、謡はれざる章付数多あ 印刻もす 程の事 るに 吟味 事とやい ん。先
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り。是謡歌曲舞の一変せる物ぞ有ける。能優須知ニ云ク。観阿弥までは一曲一乙ばかりにて。一座の能はなかりけり。そ 頃の物まねといふは。譬ば蓬莱山には千年経る。万歳千秋かさなれり。松の枝には鶴巣くう。岩の上には亀あそぶ。云々。或は又。千世に弥千世をさゞれ石の。祝ふこゝろは万歳楽。とうたひ。一しほりの舞まうて。東路のちゞ 山 松の葉の ちよの影そふ若緑かな。云々。かやうの類ひ。また或は座舗の興。その貴人の。一段
興ケウ
ある事をとりて。朗詠の詩歌などを備へて。一乙舞ひける也。こゝに元清。応永二十一年。二月十七















































































































































も。ともしきかも。もろこしの古へ。詩三千余篇なりしを 孔子の時。刪略して。そが中。二千七百余を捨。わづか三百余篇をとりて 礼義 施せりと云も なにがしが。悪行によりて 楽経も烟となり。詠吟舞踏の伝授もたえ。はた節奏なども。尽く亡びうせて。全くは残らずといへり。然るに元弘の乱より。元和の頃までも。
天アメノ
下シタ
の人。兵革の中にうまれ。兵革の中 死 夭亡せし者迄も治世を過したるはなしといへり はた南朝北朝と分れてより以来。元和のころほひまで 。天下全くは
統スベ
せざりし世なるに。幾百年を経歴して。今の大御世に





























































































































































































































































































され、京都観世会浅野文庫と名付けられた。浅野篤義氏と京都観世会のご英断に敬意を表したい。文庫調査にあたっては 片山九郎右衛門氏、河村晴久氏、ならびに京都観世会のご高配を得た。記して感謝申 上げる。なお、校正中、 『観世』昭和七年九月号から昭和八年十二月号にかけての連載に、三品頼直氏による翻刻「能楽餘録」があるのを知った。これは本稿で『能楽余録（外題） 』と呼んでいる別本の翻刻である。両本の関係については本稿でも少し触 たが、詳しくは を改めたい。
注（１）
　




















































うたふ人を外より称美せる詞なり。然 を俗に蘭曲をうたはんなどいふ事。あるべからず。故に独吟 曲と題せり。云々」 。
（
13）　
墨滅等によって判読困難。図版７参照。
（
14）　
割注に「翌年
今年享保と改元
。七月十一日。観世十三代織部滋章大人。身まかりたまひぬ。然に孫之進は。此大人の忌日。
十一日を以て。徒歌の会日とさだめ。月ごと闕る事なし。是より宗碩。孫之進。二ツの瓜の如くにして。徒歌 業ます〳〵世に昌也しなり。
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